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会社のプロフィール

100人従業員

649百万円売上高

737百万円資本金

昭和54年３月30日設 立

代表取締役社長 大脇 功嗣代表者

愛知県小牧市小木五丁目411番地本 社

五洋インテックス株式会社商 号

平成20年11月



会社沿革

日本証券業協会への店頭登録を取消し、株式会社ジャスダック証券取引所に株式を上場
する。

平成16年12月

日本証券業協会に店頭登録する。平成 ８年 10月

株式会社イフ、小売業務を開始する。平成 ８年 ２月

五洋インテックス株式会社に商号変更し、株式会社インハウス（出資比率100％）を吸収合

併する。
平成 ５年 ４月

新社屋完成に伴い愛知県小牧市小木五丁目411番地に本店を移転する。平成 ４年 ４月

株式会社インハウスに資本参加し子会社とする。昭和 63年 １月

業容の拡大に伴い愛知県小牧市大字三ツ渕字惣作1350番地に本店を移転する。昭和 62年 ５月

「リサ」ブランドのカーテンを発表する。昭和 58年 ９月

「インハウス」ブランドのカーテンを発表する。昭和 58年 ３月

株式会社豊産業（現 株式会社イフ、現連結子会社）を設立する。昭和 54年 ６月

室内装飾用織物等の製造販売を目的として、愛知県一宮市せんい４丁目に五洋産業株式
会社（資本金30,000千円）を設立し、「サザンクロス」ブランドのカーテンを販売する。

昭和 54年 ３月



事業内容

「ブローニュ」

カーテンのファッション性を高めるアクセサリーブランド。

オリジナルデザインのタッセルやマクラメ、フレンジ等が窓辺の装いを素
敵に演出します。

「サザンクロス」

ヨーロッパの最新デザイン、色、技術を駆使した商品の中に、使いやすさ
を求めた防炎商品と無地商品を多く展開したブランド。

「インハウス」

ヨーロッパ発、最新のトレンド、デザイン、カラーを取り揃えた当社の代表
的なブランド。

クラシックな分野をファッショナブルに進化させるとともに、素材感・光沢
感など最新のトレンドを表現して独創的・個性的な商品を展開しておりま
す。

当社グループは、当社及び連結子会社１社で構成され、室内装飾品の販売を主な事業内容とし、カーテン
を中心に販売を行っております。

＜ブランド紹介＞
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事業内容

「アートライン」

モダンで高品質なカーテンレールなどの商品を揃えたヨーロッパのブラ
ンド。

「ニヤノルディスカ」

革新的なデザインと先進の技術による高品質なヨーロッパの最高級ブラ
ンド。

「サザンウインドウ」

花粉、ダニなどアレルギーを引き起こす物質の働きを抑え、快適な室内
環境を提案する商品で構成したブランド。

＜ブランド紹介＞



平成21年３月期第２四半期 決算概要

五洋インテックス株式会社
（ジャスダック ・ 7519）



決算総括

当第２四半期における我が国経済は、原油及び原材料価格の高騰、米国のサブプライムローン問
題を背景とする金融市場の混乱等の影響を受け、景気は減速感が高まり先行きの不安定感も強ま
ることとなりました。

当カーテン業界におきましては、平成19年６月の耐震偽装の再発防止を目的とした改正建築基準
法施行の影響による新設住宅着工総戸数の減少は落ち着きつつあるものの、景気の減速感による
住宅の買い控えや資材価格の高騰による影響等、厳しい経営環境で推移いたしました。

このような状況の下、当社グループは商品面におきましては、平成20年４月より新たに、当社グ
ループが扱っております商品よりワンランク上の高級輸入商品で、ヨーロッパでは有名最高級ブラン
ドの１つであります「ニヤノルディスカ」の販売を開始いたしました。また、平成20年７月に「インハウ
ス」見本帳の改訂を実施いたしました。今回の「インハウス」は、企画開発責任者を変更し、クラシック
な分野をファッショナブルに進化させるとともに、素材感・光沢感など最新のトレンドを表現して国内に
はない独創的・個性的な商品等を企画し、他社との差別化を行っております。

営業面におきましては、首都圏を中心に得意先への取組みを強化しましたが、前連結会計年度より
続いております新設住宅着工総戸数減少の影響を受け、売上高は大幅な減少となりました。

利益面におきましては、販売費及び一般管理費は削減に努め大幅に減少いたしましたが、営業外
費用として資本・業務提携及び第三者割当による新株式の発行に伴う費用等が発生、特別損失とし
て事務所の移転費用等が発生いたしました。

以上の結果、当第２四半期の売上高は649百万円、営業損失は197百万円、経常損失は204百万
円、四半期純損失は213百万円となりました。



貸借対照表（連結）
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（注） 増減率は円単位で計算して表示しております。



損益計算書（連結）
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キャッシュ・フロー計算書（連結）
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商品別売上高
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平成21年３月期 業績予想

五洋インテックス株式会社
（ジャスダック ・ 7519）



業績予想（連結）
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（注） 増減率は円単位で計算して表示しております。
EPS＝１株当たり当期純利益
ROE＝株主資本利益率

上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、
今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。



経営方針と今期の取り組み

当社グループは、４月より新たに販売を開始した「ニヤノルディスカ」、「アートライン」及び７月に改訂
した「インハウス」見本帳による販売強化を行うとともに、販売費及び一般管理費の削減をより一層強化
する所存であります。

今期の取り組み

当社の社是は「至誠」であり、「生活者の住空間を創造し社会に奉仕する」を社訓にしております。こ

れを基本に常に本物を追求し、また、新しいインテリア文化を築くため、将来に向かって限りなく努力する
所存であります。

経営方針



売上高・経常利益の推移（連結）
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上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、
今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。



EPSの推移（連結）
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上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、
今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。

EPS=1株当たり当期純利益



お問い合わせ先

五洋インテックス株式会社
経営企画室

TEL ： 0568-76-1050
E-mail ： info@goyointex.co.jp


